
◎参加申込：参加者名・所属・連絡先を書いて、
                 FAX.06 - 6205 -3512（CEL弘本）へお申込みくださるか、
                 https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/32880 
                 の申込フォームをご利用ください。
◎定 　 員：50名程度　※参加無料
◎問 合 先：CEL弘本（電話06 - 6205 -3518）まで　

　過去と現在を行き来しながら未来を考える「上町台地･今昔タイムズ＊」第8号の
テーマは「有為転変、世情によりそい願いを映し よみがえるお地蔵さんとまちの暮
らしの縁起」。「除災招福」を願う辻で、地蔵巡りで賑わうお堂で、町家が立ち並
ぶ街角で、寄り添う路地のコミュニティで、お地蔵さんは幾多の時代の変化の荒
波を被りながら、人々の暮らしを見守り続けてきました。
　今回のフォーラムでは、長年にわたって大阪のお地蔵さんの歴史・民俗を綿密
に調査研究されている田野登氏による基調講演に始まり、戦前からの路地コミュ
ニティが残る空堀界隈での地蔵盆の調査報告、さらにご来場のみなさまから、
コミュニティの行事として幅広い住民の方々に親しまれている地蔵祭（地蔵盆）や
子ども盆踊りの様子をお伝えいただくなど、お地蔵さんを介した人々のつながりの
あり様、その移り変わり、最前線の姿とともに、まちと暮らしの今昔を見つめます。

＊「上町台地・今昔タイムズ」のバックナンバーや、プロジェクトの歩みは、
　ホームページ「大阪ガスCEL」「U-CoRo」で検索してご覧いただけます。

“大阪のお地蔵さん”に学ぶ、
まちと暮らしの今昔物語

U-CORO STEP 2 
壁新聞プロジェクト関連イベント
上町台地・今昔フォーラムVOL.8

■主 催：大阪ガスエネルギー・文化研究所（CEL）  企 画：U-CoRo プロジェクト・ワーキング

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMES

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　

問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）
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1
　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々

の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし

た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。

自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。

過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ

クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは
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逢坂清水の融通地蔵尊
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昔の平野川に架けられた橋の傍らにあった
地蔵堂。前を通るのは俊徳街道で、ここは
河内高安の長者の子・俊徳丸が四天王寺
へ参る際に休憩した場所とも伝えられる。

聖徳太子の思いが受け継がれる台地
　四天王寺の近くに六万体町という地名があります。聖徳太

子が衆生救済のために、六万体の石の地蔵を彫って、この地

に埋められたとの伝説が脈 と々語り継がれています。以来千

数百年、さまざまに形を変えながら、上町台地にはお地蔵さん

と人々 がよりそって暮らすまちの文化が創り出されてきました。六万体地蔵尊を安置する眞光院。付近には今も六万体地蔵が埋まっていると伝えられる。

現在の玉造駅から東に入った暗越奈良
街道沿いの路地にある地蔵堂。奈良の
矢田寺に縁があり、石のお地蔵さまには、
矢田寺への道しるべが彫られている。
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愛染堂の延命地蔵尊も六万体地蔵の由来を持つ。

「難波鑑」の盆踊りの図。（大阪市立図書館デジタルアーカイブより、タイトルバックは一部改変）

大坂近世の地誌「難波鑑」（1680年）の地蔵祭の図。地蔵祭の日、門脇に祀られたお地蔵さんの前に子らが集まった様子が描かれている。(大阪市立図書館デジタルアーカイブより)

この地蔵は鎌倉後期「正和六年」（1317年）の銘を
もつ。もとは一心寺門前の西、逢坂の途中にあった
ものだが、明治時代末の電車道拡張に際し、逢坂
清水の井戸枠とともに四天王寺・地蔵山に移された。

街道沿いで旅の安全を支える　旅には危険がつきものだった時代。街道沿いは多くの
地蔵堂が設けられ、無縁の人々 が休息をとることのできる
場所にもなっていました。迷うことなく目的地へ着けるように、
お地蔵さんは頼りとなる道しるべの役もかねていました。
往来の安全のために、地域の内外の人々 の危険を減じ、
有形無形の恩恵を媒介する存在だったのです。

まちや村の出入り口で災いを防ぐ
　まちはずれの辻に安置されているのは、境界から
疫病や盗人などさまざまな災いが侵入してくるのを防
ぐためのお地蔵さんです。あらゆる人を救わねばなら
ないお地蔵さんは、千変万化、閻魔大王の姿に成り
変わっていることもあります。「摂津名所図会」（1790
年）には、合邦辻の閻魔堂の前で、子どもたちが縄で
通せんぼをする情景が描かれています。閻魔大王と
お地蔵さんと子どもたちが一体となって、遊びのなか
にもまちの境界を意識し災いを防ぐ含意がありました。

世につれ人につれ転変する運命　まちなかのお地蔵さんは、少なからず転変の履歴を秘め
ています。戦災や都市化など、土地利用の変遷の激しい地
域にあって、人々の暮らしの傍らあるお地蔵さんの安住の
場は、まちの開発や世情とともに、移り変わっていきます。流
され、焼け出され、埋められ、盗まれ、掘り出され、あるときは
合祀され、あるときは拾われ、あるときは譲られ、そして祀られる、お地蔵さんの足跡はまちと暮らしの歩みそのものです。

六地蔵巡り・四十八地蔵巡り　大坂では江戸時代に六地蔵巡りや四十八地蔵巡りが人気を集めます。大坂三郷の周縁部、とりわけ眺めがよく多数の社寺が立地する上町台地一帯は絶好の遊山地でもあり、お地蔵さんの縁日には、現世利益の願かけと行楽の一石二鳥、早朝から巡礼を楽しむ人々 で大いに賑わったそうです。

まちなかで子らの安全を祈って
　江戸時代、町内各所に祀られるようになったお地蔵さんは、火除

け、子安、延命、疫病封じ、盗難除け…、日々 の暮らしの切実な願

いを受けとめていきました。やがてお盆に近い縁日は地蔵祭と呼ばれ、

まちの子どもたちのために行われるように。提灯や絵行燈を飾り、子

らは数珠繰りや盆踊りに加わり、お菓子や玩具などのお接待を楽

しみます。夜も更ければ大人の宴も。遠い昔から今に続く風習です。

六地蔵巡り六地蔵巡り天満長柄村  国分寺／網島  大長寺／八丁目中寺町  天然寺／谷町筋西頬焼地蔵  専修院／天王寺引導地蔵  天暁院／道頓堀  法善寺
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四十八地蔵巡り
四十八地蔵巡り

 八丁目筋  大福寺　 同所　  長楽寺　 同所　  実相寺　 同所　  源光寺　 同所　  光明寺 野中観音  難波寺 谷町筋寺町  専修院 生玉馬場先  持明院 生玉八幡東筋  西方寺　 同所　  九応寺 天王寺尼寺  月江寺 天王寺愛染際  真光院 天王寺　  念仏堂 天王寺東門東  地蔵院 天王寺逢坂  一心寺　 同所　  天暁院 天王寺清水  清光院 下寺町　  良雲院　 同所　  幸念寺　 同所　  善龍寺　 同所　  超心寺　 同所　  万福寺 道頓堀墓筋  法善寺 阿弥陀池  和光寺

福島　　  光智院　天満神明隣  久松寺天満北野  常安寺天満西寺町  龍淵寺天満東寺町  九品寺　 同所　  雲潮寺　 同所　  龍海寺　 同所　  大信寺小橋寺町  本覚寺　 同所　  成道寺　 同所　  宝国寺　 同所　  両岩寺　 同所　  大円寺小橋墓筋  伝光寺　 同所　  洞泉寺　 同所　  仏心寺　 同所　  法蔵院　 同所　  宗心寺　 同所　  十万寺　 同所　  楞巌寺 八丁目中寺町  大通寺　 同所　  栄松院　 同所　  慶恩院　 同所　  正覚院

はじまりは1708（宝永５）年から
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背景地図は攝津大坂圖鑑綱目大成（1715年)
(国立国会図書館デジタルコレクションより)　
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天満宮天満宮

大坂城大坂城

心眼寺 まんなおし地蔵縁起直しにご利益ありという。

明善寺 油掛地蔵尊「摂津名所図会」など昔からの記録が残る地蔵尊。

お茶湯地蔵　「摂津名所図会」に出ている江戸時代の名所の一つ。「茶湯を供すれば霊応あり」とされた。
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元地図に四十八地蔵巡り、六地蔵巡りの場所、および上町台地周辺の歴史や伝承がある地蔵等をポイント（地図の時代になかったものも含む）。川、池に色を追加。
専修院 頬焼地蔵尊人の身代わりに頬を焼かれた伝説をもつ地蔵。門前に「地蔵坂」の石柱。
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伝長寺 なで地蔵　地蔵と自分の悪い場所を撫でると霊験ありとか。

逢坂清水の地蔵尊もとはこの地にあったが、現在は四天王寺に。

真光院 六万体地蔵尊
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地蔵祭提灯のイラストは『上方』32号（1933年）より

閻魔大王と地蔵の前で子らが縄で道を塞ぐ（「摂津名所図会」1790年）。遠

景の一心寺の左には相坂（逢坂）清水があり、その傍らには、のちに四天王

寺に移された融通地蔵があった。（大阪市立図書館デジタルアーカイブより）
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『難波鑑』（大坂の地誌、
1680年）の盆踊りの図
（切り抜き、着色など改
変、大阪市立図書館デ
ジタルアーカイブより）。
提灯のイラストは『上
方』32号（1933年）より。

地蔵『仏像図彙』より

■開催日時：2017年9月10日（日）14：00～16：30頃 ※受付は13：30から
■会　　場：大阪ガス実験集合住宅 NEXT21２階ホール　
            　　　　　   大阪市天王寺区清水谷町6－16  （地下鉄「谷町六丁目駅」７号出口から徒歩５分ほど）
■プログラム（予定）：　　
　14：00～14：10　開会　ご挨拶・趣旨説明
　14：10～15：10　基調講演 : “大阪のお地蔵さん”の歴史・民俗を紐解く

講師：田野 登 氏（大阪民俗学研究会 代表、『大阪春秋』編集委員）
　15：20～15：50　報告 :空堀界隈のお地蔵さんの近況と路地コミュニティ

レポーター：渡辺尚見氏（からほり倶楽部 理事）
　15：50～16：30　わがまちのお地蔵さんトーク

会場にお越しのみなさまから、地蔵祭（地蔵盆）や子ども盆踊りの様子などをご紹介いただき、
お地蔵さんとまちの今昔について語り合います。

～人 の々願いとともに移り変わり生き続ける　　
       お地蔵さんの習俗と生活文化から～


